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防
災
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

５
割
が
避
難
所
選
ば

５
割
が
避
難
所
選
ば
ずず

「
安
全
に
疑
問
」「
自
分
で
判
断
」

ア
ウ
ェ
ー
、手
首
痛
な
ど

試
練
乗
り
越
え
初
防
衛

“
世
界
挑
戦
”へ
ま
た
一
歩

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
共
同
制
作

高
雄
小
に
完
成
画
届
く

ア
ー
ト
マ
イ
ル
国
際
交
流

　

赤
穂
市
と
関
西
福
祉
大

学
附
属
地
域
セ
ン
タ
ー
が

成
人
市
民
を
対
象
に
行
っ

た
「
防
災
意
識
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
、

地
域
の
避
難
場
所
に
つ
い

て
８
割
以
上
が
「
知
っ
て

い
る
」
と
答
え
た
一
方
、

指
定
避
難
場
所
に
逃
げ
る

と
回
答
し
た
の
は
約
５
割

に
と
ど
ま
っ
た
。
２
割
が

指
定
場
所
以
外
へ
の
避
難

を
見
据
え
た
ほ
か
、
約　
１５

％
は
「
自
分
や
家
族
の
年

齢
・
事
情
を
考
え
る
と
勧

告
や
指
示
の
と
お
り
避
難

で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
」
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

市
に
お
け
る
今
後
の
防
災

対
策
の
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
目
的
で
行
っ
た
。
昨

年　

月
、
小
学
校
区
ご
と

１２
に
抽
出
し
た　

歳
以
上
計

２０

１
０
０
０
人
に
調
査
票
を

郵
送
し
、
４
６
４
人
か
ら

回
答
を
得
た
。

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、

「
居
住
地
の
避
難
場
所
を

知
っ
て
い
る
か
」
の
質
問

に　

・
９
％
が
「
知
っ
て

８１
い
る
」
と
答
え
、「
知
ら
な

い
」（　
・
８
％
）
を
大
き

１６

く
上
回
っ
た
。

　

し
か
し
、「
避
難
勧
告
・

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、ど
の
よ
う
に
判
断
す

る
か
」と
の
問
い
に
は
、

「
勧
告
や
指
示
の
と
お
り
、

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
に

避
難
す
る
」と
選
ん
だ
の

は　
・
２
％
に
と
ど
ま
り
、

５０
「
津
波
時（
洪
水
時
）は
避

難
所
で
は
な
く
、自
宅
・
自

宅
周
辺
の
高
所
に
避
難
す

　

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
東

洋
太
平
洋
（
Ｏ
Ｐ
Ｂ
Ｆ
）

ス
ー
パ
ー
バ
ン
タ
ム
級
タ

イ
ト
ル
マ
ッ
チ　

回
戦
は

１２

　

日
、
愛
知
県
刈
谷
市
の

１８産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、赤
穂
出
身
の
同
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、小
國 
以 ゆき

 
載 （　

）＝
Ｖ
Ａ
Ｄ
Ｙ
＝
が

の
り

２３
挑
戦
者
の
同
級　

位
、大

１２

橋
弘
政（　

）＝
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ

３２

Ａ
＝
を
９
回
負
傷
判
定

（
３
―
０
）
で
下
し
初
防

衛
。
ベ
ル
ト
を
守
っ
た
。

　

試
合
は
初
回
か
ら
動
い

た
。
相
手
の
す
き
を
見
逃

さ
ず
、
カ
ウ
ン
タ
ー
気
味

に
打
ち
込
ん
だ
右
ス
ト
レ

ー
ト
で
ダ
ウ
ン
を
奪
取
。

続
く
ラ
ウ
ン
ド
も
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
下
に
散

ら
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
稼
い

だ
。

　

し
か
し
、
７
回
に
偶
然

の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
左
目

上
を
カ
ッ
ト
。
そ
の
後
も

出
血
は
ひ
ど
く
な
る
一
方

で
、
９
回　

秒
に
ド
ク
タ

２１

ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ

た
。
そ
の
回
ま
で
の
採
点

に
よ
る
判
定
と
な
り
、　
８８

―　

が
２
人
、
も
う
一
人

８３
が　

―　

の
ス
コ
ア
で
、

８８

８４

小
國
が
勝
利
を
収
め
た
。

　

試
合
後
の
取
材
で
は
、

「
最
後
ま
で
や
り
た
か
っ

た
」と
笑
顔
を
見
せ
ず
、

「
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
て
大
橋
選
手
に
も
、（
双

方
の
）フ
ァ
ン
に
も
申
し

訳
な
い
」と
ラ
イ
バ
ル
や

観
戦
者
を
気
遣
っ
た
。

　

初
防
衛
戦
を
敵
地
で
行

う
と
い
う
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
。
し
か
も
、
実
は

１
月
初
旬
に
練
習
で
傷
め

た
右
手
首
の
負
傷
を
抱
え

た
ま
ま
リ
ン
グ
に
上
が
っ

て
い
た
こ
と
を
明
か
し

た
。「
不
甲
斐
な
さ
を
感

じ
る
」
と
自
分
自
身
を
責

め
る
小
國
だ
が
、
過
去
に

２
度
の
王
座
を
経
験
し
て

い
る
強
豪
を
相
手
に
一
歩

も
引
か
な
か
っ
た
姿
は
王

者
と
し
て
の
自
覚
を
感
じ

さ
せ
た
。

　

左
目
上
の
傷
は
７
針
縫

う
裂
傷
で
、
右
手
首
も
し

ば
ら
く
静
養
が
必
要
だ
と

い
う
。
大
き
な
代
償
を
払

い
な
が
ら
も
、
プ
ロ
デ
ビ

ュ
ー
後
、
最
大
の
試
練
と

も
言
え
る
一
戦
を
乗
り
越

え
た
。「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た
ボ
ク
サ
ー
は
必

ず
強
く
な
る
」（
高
嶋
穣
会

長
）。
目
標
の
“
世
界
”
は

確
実
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

試
合
の
も
よ
う
は
Ｃ
Ｓ

放
送
「
ス
カ
イ
・
Ａ
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ス
」で
３
月　
２８

日（
水
）午
後　

時　

分
か

１０

１５

ら
放
送
さ
れ
る
。（
写
真

は
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

冴
え
て
初
防
衛
に
成
功
し

た
小
國
以
載
）

る
だ
ろ
う
」（　
・
５
％
）

２０

「
自
分
や
家
族
の
年
齢
・
事

情
を
考
え
る
と
勧
告
や
指

示
の
と
お
り
避
難
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
」（　
・
１４

７
％
）と
な
っ
た
。

　

勧
告
・
指
示
の
と
お
り

に
避
難
し
な
い
と
し
た
人

に
理
由
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
▽
指
定
さ
れ
た
避
難

場
所
自
体
が
安
全
か
疑
問

（　

・
８
％
）
▽
避
難
す

４４
る
か
ど
う
か
は
自
分
で
決

め
た
い
（　

・
６
％
）
が

２７

多
く
、
防
災
行
政
へ
の
不

信
感
が
垣
間
見
え
た
。

　

ま
た
、「
市
に
特
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
防
災
対

策
」（
複
数
回
答
可
）
と
し

て
は
、
▽
複
数
の
手
段
に

よ
る
情
報
提
供
（　

・
０

７０

％
）
が
最
も
多
く
、
▽
備

蓄
物
資
の
充
実
（　

・
９

５２

％
）
▽
医
療
施
設
の
充
実

（　
・
４
％
）
と
続
い
た
。

４５
「
居
住
地
で
必
要
な
防
災

の
取
り
組
み
」（
同
）
は
、

　

歳
代
以
下
で
は
「
耐
震

５０化
・
堤
防
整
備
」
を
求
め

た
人
が
多
か
っ
た
の
に
対

し
、　

歳
代
以
上
で
は

６０

「
近
隣
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
地
区
連
絡

網
の
充
実
」
が
上
回
り
、

世
代
に
よ
っ
て
考
え
方
の

違
い
が
出
た
。

　

そ
の
他
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
認
知
度
調
査
で

は
、　

・
７
％
が
「
知
っ

５１

て
い
る
」
と
し
た
の
に
対

し
、　

・
８
％
が
「
知
ら

４３

な
い
」と
答
え
た
。「
知
ら

な
い
」
と
回
答
し
た
の
は

　

歳
代
（　
・
０
％
）、　

２０

６９

８０

歳
代
（　

・
７
％
）
で
多

６５

か
っ
た
。

　

調
査
を
担
当
し
た
菅
由

希
子
・
同
大
社
会
福
祉
学

部
助
教（　

）は
「
行
政
は

３１

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
住
民
に

対
し
、
よ
り
多
く
の
情
報

を
複
数
の
手
段
を
も
っ
て

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る

べ
き
。
住
民
も
日
常
か
ら

生
活
に
『
防
災
』
を
取
り

込
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

形
成
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
提
言
。
市
は　

年
度
に

２４

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
予
定
し
て
お
り
、
市
安

全
安
心
担
当
は
「
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
つ

つ
、
課
題
解
決
に
取
り
組

み
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど

も
た
ち
と
の
壁
画
共
同
制

作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
高
雄
小
学
校
（
有
田

次
秀
校
長
）
６
年
生
児
童

　

人
の
元
へ
パ
ー
ト
ナ
ー

２７校
か
ら
完
成
画
が
届
き
、

　

日
に
披
露
さ
れ
た
。

２１
　

同
校
は
「
ジ
ャ
パ
ン
ア

ー
ト
マ
イ
ル
」（
事
務
局
・

赤
穂
市
、
塩
飽 
隆  
子 
代

あ
つ 

こ

表
）
の
支
援
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
の
カ
ン

ダ
ン
ガ
ン
小
学
校
と
昨
年

る
る
ぶ
特
別
編
集

備
前
・
赤
穂
・
上
郡

　

定
住
自
立
圏
内
の
観
光

振
興
を
図
ろ
う
と
、
情
報

誌
「
る
る
ぶ
」
の
特
別
編

集
版
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
よ
う
こ
そ
備
前　

赤
穂

　

上
郡
へ
」
が
こ
の
ほ
ど

発
行
さ
れ
た
。
２
市
１
町

の
グ
ル
メ
、
名
所
、
土
産

物
な
ど
約　

件
の
情
報
を

９０

収
録
し
て
い
る
。

　

圏
域
を
１
泊
２
日
で
ド

ラ
イ
ブ
す
る
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
は
じ
め
、
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
、
年
間
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
掲

載
。
各
エ
リ
ア
の
魅
力
を

見
開
き
で
紹
介
す
る
「
我

が
町
自
慢
」
の
ペ
ー
ジ
で

は
備
前
焼
、
忠
臣
蔵
、
円

心
モ
ロ
ど
ん
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
。

　

Ａ
Ｂ
判（
縦
２
５
７
㍉
、

横
２
１
０
㍉
）
カ
ラ
ー　
１６

㌻
で
８
万
部
を
印
刷
し
、

経
費
は
約
７
４
０
万
円
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
の
各
支

店
、
提
携
施
設
な
ど
約
２

０
０
カ
所
で
配
布
す
る
ほ

か
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
活
用
の
幅
を
広
げ
る

と
い
う
。

　

発
行
元
の
東
備
西
播
定

住
自
立
圏
形
成
推
進
協
議

会
は
、「
観
光
Ｐ
Ｒ
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
よ
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
定

住
、
企
業
誘
致
に
も
つ
な

げ
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

赤
穂
市
内
で
は
Ｊ
Ｒ
播

州
赤
穂
駅
２
階
の
観
光
案

内
所
で
入
手
で
き
る
。

（
写
真
は
観
光
情
報
誌

「
よ
う
こ
そ
備
前　

赤
穂

　

上
郡
へ
」）

　

月
に
テ
レ
ビ
会
議
。
構

１１図
を
相
談
し
、
テ
ー
マ
を

「
国
は
違
っ
て
も
と
も
だ

ち
」
に
決
定
し
た
。

　

縦
１
・
５
㍍
、
横
３
・

６
㍍
の
キ
ャ
ン
バ
ス
右
半

分
に
地
元
の
稀
少
植
物
・

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
、
大
石
内
蔵

助
な
ど
を
描
き
、
昨
年
の

う
ち
に
国
際
便
で
発
送
。

先
月
に
行
っ
た
２
度
目
の

テ
レ
ビ
会
議
で
絵
が
完
成

し
た
知
ら
せ
を
受
け
、
到

着
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　

こ
の
日
は
児
童
が
見
守

る
中
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
届
い
た
小
包
を
開
封
。

折
り
畳
ま
れ
た
キ
ャ
ン
バ

ス
を
広
げ
る
と
、
黄
色
を

基
調
に
し
た
鮮
や
か
な
絵

が
目
に
飛
び
込
ん
だ
。
両

方
の
国
土
を
虹
が
橋
渡
し

す
る
デ
ザ
イ
ン
。
送
っ
た

と
き
は
空
白
だ
っ
た
左
半

分
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

花
や
山
、
動
物
な
ど
が
描

か
れ
た
。

　

箱
の
中
に
は
、
現
地
特

産
の
ろ
う
け
つ
染
め
、
子

ど
も
た
ち
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
布
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
人
形
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
同
封
さ
れ
て
い
た
。

平
林
侑
里
香
さ
ん（　

）は
１２

「
卒
業
前
に
届
い
て
う
れ

し
い
。
絵
で
カ
ン
ダ
ン
ガ

ン
の
子
と
つ
な
が
っ
た
気

が
す
る
」と
喜
ん
で
い
た
。

（
写
真
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
児
童
と
の
共
同
制
作
で

完
成
し
た
ア
ー
ト
マ
イ
ル

壁
画
）

赤
穂
Ｒ
Ｃ
の

職
業
奉
仕
賞

　

赤
穂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
Ｒ
Ｃ
・
赤
井
亨
会
長
）

は　

日
、
仕
事
を
通
じ
て

２２
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
人

を
称
え
る「
職
業
奉
仕
賞
」

を
赤
穂
高
校
教
諭
の
富
山

良
一
さ
ん（　

）と
赤
穂
市

５９

消
防
本
部
・
救
急
救
助
課

長
の
三
中
正
登
さ
ん（　

）
４９

に
贈
っ
た
。

　

富
山
さ
ん
は
教
員
生
活

　

年
間
。
平
成　

年
に
赤

３７

１４

穂
高
に
着
任
し
、
サ
ッ
カ

ー
部
顧
問
、
生
徒
指
導
部

長
と
し
て
情
熱
を
持
っ
て

生
徒
に
接
し
て
き
た
。
三

中
さ
ん
は
昭
和　

年
か
ら

６１

消
防
職
員
。
東
日
本
大
震

災
で
は
緊
急
消
防
援
助
隊

の
第
一
次
隊
長
と
し
て
被

災
地
で
指
揮
を
執
っ
た
。

（
写
真
は
赤
穂
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
か
ら
「
職
業
奉

仕
賞
」
を
贈
ら
れ
た
富
山

良
一
さ
ん
㊨
と
三
中
正
登

さ
ん
）

供
養
希
望
の

人
形
を
受
付

　

上
仮
屋
の
大
石
神
社
は

４
月
１
日（
日
）の
「
人
形

供
養
祭
」
で
慰
霊
を
希
望

す
る
人
形
を
受
け
付
け
て

い
る
。
ひ
な
人
形
、
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
１
家
に
つ
き

２
０
０
０
円
（
何
点
で

も
）。
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
の
間
に
社
務
所
へ

持
参
す
れ
ば
よ
い
。

　

供
養
祭
は
午
後
１
時
か

ら
行
い
、
当
日
も
午
前
中

に
受
け
付
け
る
。
☎　

・
４２

２
０
５
４

定
数
２
削
減
を

賛
成
多
数
可
決

　

赤
穂
市
議
会（
定
数　

、
２０

欠
員
１
）
は
第
１
回
定
例

会
最
終
日
の　

日
、
議
員

２１

定
数
を
２
議
席
減
ら
し
て

「　

」
と
す
る
条
例
改
正

１８
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

た
。
次
回
市
議
選
か
ら
適

用
さ
れ
る
。

　

条
例
改
正
案
は
赤
諒

会
、
政
翔
会
、
清
和
会
、

経
政
会
、
公
明
党
の
各
会

派
か
ら
一
人
ず
つ
と
無
所

属
議
員
の
計
６
人
が
連
名

で
提
出
。
議
長
を
除
く
起

立
採
決
の
結
果
、
共
産
党

４
議
員
と
「
定
数　

」
を

１６

主
張
す
る
松
原
宏
議
員

（
清
和
会
）
の
５
議
員
が

反
対
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
た
。
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▼
出
張
美
容
「
ル
イ
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
＝
寝
た

き
り
の
人
、
病
気
等
の
た

め
に
足
を
運
べ
な
い
人
、

男
性
も
可
。
赤
穂
市
内
、

隅
か
ら
隅
ま
で
出
張
し
ま

す
。
遠
方
も
可（
無
定
休
）

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

取
得
し
て
い
ま
す
。
塩
屋

２
６
１
の
９
☎　

・
９
０

４２

６
８
、
０
９
０
・
３
４
９

・
２
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
４
６
２
０
円

マ
ー
チ
６
０
３
０
０
円

マ
ー
ク
Ⅱ
７
０
３
０
０
円

セ
ル
シ
オ
８
０
４
０
０
円

小
貨
物
～
大
貨
物
格
安
、

ブ
レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
・

オ
イ
ル
交
換
各
千
円
増
、

車
検
切
れ
車
も
О
Ｋ
。廃

車
無
料
、名
義
変
更
等
も

格
安
。土
日
祝
日
も　

時
２４

間
電
話
受
付
。安
心
車
検

「
オ
ー
ト
車
検
代
行
」加
里

屋
中
洲
ハ
ト
ヤ
赤
穂
店
西

☎　
・
０
７
３
３

４５

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎　

・
３
９
３
９

４３

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
４
６
２
０
円

ヴ
ィ
ッ
ツ
６
０
３
０
０
円

マ
ー
ク
Ⅱ
７
０
３
０
０
円

ク
ラ
ウ
ン
８
０
４
０
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る　

項
６４

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車
・

オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修
理

・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も

格
安
☎　

・
３
２
４
２

４２

　

▼
車
の
廃
車
無
料
＝
鉄

や
部
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
り
廃
車
無
料
。
自
税
月

割
返
金
や
書
類
手
続
、
出

張
も
無
料
◎
車
種
に
よ
り

買
取
も
Ｏ
Ｋ
。
廃
車
専
門

店「
あ
ん
こ
～
る
赤
穂
店
」

塩
屋
郵
便
局
北
☎
０
１
２

０
・
３
９
６
・
７
９
６

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
㈲
坂
元
鈑

金
塗
装
」
細
野
町
☎　

・
４３

９
０
１
０

　

▼
冠
婚
葬
祭
そ
の
他
す

べ
て
の
き
も
の
着
付
け
を

お
手
伝
い
致
し
ま
す
＝
佳

日
は
重
な
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。「
佐
井
」
☎　
・
８
４

４３

６
３
、「
林
」
☎　
・
２
６

４２

０
３

　

▼
格
安
提
供
・
見
積
り

無
料
＝
襖
・
障
子
・
網
戸

の
張
替
え
を
ど
こ
よ
り
も

安
く
１
枚
か
ら
で
も
承
り

ま
す
。
ま
た
内
装
工
事
も

安
く
ご
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
表
具

・
室
内
装
飾
全
般
「
イ
ン

テ
リ
ア
釣
船
」
中
広
☎　
４２

・
２
５
８
０

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、
工
事
、
ア
ド

バ
イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

“
迅
速
・
確
実
・
丁
寧
”

に
、
あ
な
た
の
夢
を
か
た

ち
に
し
ま
す
。「
㈱
中
道

工
務
店
」
若
草
町
☎　

・
４２

５
０
７
７

　

▼
何
で
も
し
ま
す
喜
ん

で
貴
方
の
手
伝
い
致
し
ま
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市
民
ガ
イ
ド

す
＝
仕
事
の
質
に
自
信
有

り
。引
越
し
、掃
除
、家
財

処
分
、修
理
、改
築
、解
体

雨
漏
り
、塗
装
、電
気
工

事
、剪
定
、草
引
き
、調
査

引
こ
も
り
相
談
、傾
聴
他

◎
貴
方
の
経
験
、生
か
し

ま
せ
ん
か
？　

時
給
７
５

０
～
１
２
５
０
円
。年
齢

不
問
。空
い
て
る
時
間
、得

意
な
事
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
！　

障
が
い
者
に
も

や
さ
し
い
便
利
屋「
愛
サ

ポ
ー
ト
」☎　
・
４
１
１
７

４２

　

▼
肩
凝
り
・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
全
身（　

分
）

８０

４
０
０
０
円
。
局
所
（　
６０

分
）
３
５
０
０
円
。
診
療

時
間　

時
～　

時
（
要
予

１０

１８

約
）。
休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
灸
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
「
新
田
治
療
院
」

鷆
和
☎　

・
７
６
４
８

４３

　

▼
便
利
業
「
か
た
づ
け

屋
」＝
不
用
品
や
金
属
ゴ

ミ
な
ど
で
お
困
り
な
事
あ

り
ま
せ
ん
か
？　

そ
の
よ

う
な
悩
み
を
解
決
し
ま

す
。古
い
家
や
店
舗
、倉
庫

な
ど
か
た
づ
け
を
致
し
ま

す
。そ
の
他
、軽
作
業
・
引

越
し
手
伝
い
応
援
。新
田

☎　

・
６
３
３
９

４２

　

▼
パ
リ
ス
か
ら
の
お
知

ら
せ
＝
暖
か
く
な
り
ま
し

た
。ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

コ
ー
ト
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

は
い
か
が
で
す
か
○
ダ
ウ

ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
７
１
４
円

（
税
込
）＋
付
属
品（
フ
ー

ド
１
０
０
円
、フ
ァ
ー
１

０
０
円
～
）○
コ
ー
ト（
純

毛
）３
１
５
円（
税
込
）○

コ
ー
ト（
カ
シ
ミ
ア
、ア
ン

ゴ
ラ
）７
１
４
円（
税
込
）。

「
パ
リ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

加
里
屋　

の
６
☎　
・
３

７５

４３

９
３
３

　

▼
歓
送
迎
会
予
約
受
付

中
＝
○
二
階
座
敷
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
・
人
気
沸
騰
・
貸
切

　

席
Ｏ
Ｋ
○
あ
こ
う
蕎
麦

３０会
席
・
３
０
０
０
円
コ
ー

ス
＆
２
０
０
０
円
コ
ー
ス

○
鴨
鍋
う
ど
ん（
赤
穂
産

の
牡
蠣
入
り
）３
０
０
０

円
。石
臼
挽
き
・
自
家
製

粉
、十
割
蕎
麦
の
店「
あ
こ

う
蕎
麦　

衣
笠
」駅
前
通

り
☎　
・
０
１
９
４

４２

　

▼
ス
テ
ー
ジ
衣
装
等
展

示
会
の
お
知
ら
せ
＝
大
津

の「
カ
ラ
オ
ケ
お
し
ど
り
」

に
て
演
歌
歌
手
の
青
井
昭

子
さ
ん
が
個
性
的
な
婦
人

服
を
販
売
す
る
。３
月　
３１

日（
土
）　

時
～　

時
。当

１１

１７

店
で
は
午
前
中
の
貸
切
や

送
迎
も
承
っ
て
お
り
ま

す
。簡
単
な
レ
ッ
ス
ン
も

で
き
ま
す
の
で
皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。「
お

し
ど
り
」☎　
・
１
１
７
７

４２

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
只
今
、２
割

引
セ
ー
ル
開
催
中
で
す
。

店
内
は
春
の
お
花
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。ル
ピ
ナ
ス
や

ミ
ニ
バ
ラ
、オ
ス
テ
オ
ス

ペ
ル
マ
ム
、ガ
ー
ベ
ラ
等
、

春
ら
し
く
て
か
わ
い
い
で

す
。と
く
に
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
は
か
わ
い
い
色
が
入
荷

し
て
い
ま
す
ヨ
。畑
仕
事

も
そ
ろ
そ
ろ
キ
ャ
ベ
ツ
や

レ
タ
ス
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

苗　

円
に
て
好
評
販
売

５５
中
。春
蒔
き
タ
ネ
も
各
種

入
荷
し
て
い
ま
す
。１
株

で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
咲
き
ほ

こ
る
ブ
リ
エ
ッ
タ
苗
も
新

色
含
め
全
色
販
売
中
。春

を
感
じ
ら
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

の
ぞ
い
て
ね
◎
販
売
ス
タ

ッ
フ
募
集
／
お
花
の
好
き

な
方
、一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
。時
給
７
５
０
円
。９

時　

分
～　

時（
シ
フ
ト

３０

１７

制
）。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン

ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津
☎　
・
４６

８
０
０
１

　

▼
リ
ト
ミ
ッ
コ
ク
ラ
ブ

よ
り
＝
色
々
な
能
力
を
伸

ば
す
力
を
秘
め
た
リ
ト
ミ

ッ
ク
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。４

月
５
日（
木
）ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
無
料
体
験
実
施

（
３
～
４
歳
児
）要
予
約
。

☎
０
９
０
・
４
４
９
７
・
１

９
０
７（
上
荷
）

　

▼
英
語
教
室（
小
・
中
１

・
高
３
セ
ン
タ
ー
英
語
）＝

受
験
生
の
皆
さ
ん
、英
語

に
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？　

壁
を
越
え
る
に

は
英
語
を
英
語
の
ま
ま
理

解
す
る
力
。独
自
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
で
ス
ピ
ー
ド

と
理
解
力
を
高
め
る
。「
え

い
ご
舎
」☎　
・
７
０
０
４

４５

　

▼
塾
生
募
集
＝
新
高
校

１
年
生
。少
人
数
で
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行

い
ま
す
。高
校
の
授
業
の

進
み
方
は
中
学
時
代
よ
り

か
な
り
早
く
な
り
ま
す
。

攻
め
の
姿
勢
で
勉
強
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。「
奥
藤

塾
」坂
越
☎　
・
８
１
２
１

４８

　

▼
高
校
英
語
専
科
＝
○

赤
高
・
相
高
・
龍
高
／
高
１

・
２
コ
ー
ス
。授
業
対
策
ゼ

ミ（
予
習
・
定
期
対
策
・
模

試
対
策
）。体
験
学
習
可
。

「
高
校
英
語
研
究
教
室
」☎

　
・
０
７
８
９

４２
　

▼
楽
し
い
朗
読
教
室
一

日
体
験
＝
発
声
、朗
読
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス

ン
。４
月
６
日
午
前　

時
１０

～　

時
。場
所
、コ
ー
プ
デ

１２
イ
ズ
相
生
。費
用
１
８
９

０
円
。講
師
、水
野
か
お

り
。
☎　
・
１
６
４
０（
コ

２２

ー
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
相
生
）

　

▼
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
・
ヨ

ガ
＝
新
し
く
木
曜
Ａ
Ｍ　
１０

時
か
ら
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
が
ス

タ
ー
ト
。手
軽
に
コ
コ
ロ

と
カ
ラ
ダ
を
整
え
よ
う
！

お
仕
事
前
の
ア
シ
ュ
タ
ン

ガ
ヨ
ガ
も
お
勧
め
。「
Ｙ
Ｏ

Ｇ
Ａ
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
Ｊ
Ａ

Ｒ
Ａ
」☎
０
９
０
・
３
６
３

１
・
８
０
２
７（
松
崎
）

　

▼
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
員
募
集
＝　

歳
以
上

１６

で
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
曜
朝　

時
か
ら
中
広
の

１０

千
種
川
河
川
敷
で
練
習
し

て
い
ま
す
。定
期
的
に
参

加
で
き
る
方
歓
迎
。「
赤
穂

サ
ン
ラ
イ
ズ
」
☎
０
９
０

・
７
４
９
７
・
３
０
１
２

（
小
川
）

　

▼
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
募
集
＝
厨
房
の
洗
い
場

と
ホ
ー
ル
係
の
仕
事
で

す
。
時
給
８
０
０
円
～
。

　

時
～　

時　

分
頃
。
詳

１７

２０

３０

細
は
面
接
で
。
長
期
間
来

れ
る
方
を
希
望
し
ま
す
。

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
「
ド
ル

フ
ィ
ン
」
朝
日
町
☎　

・
４２

１
８
７
８

　

▼　

代
の
方
歓
迎
！　

５０

パ
ー
ト
募
集
＝　

時
～　

１８

２１

時
。木
・
金
・
土
の
３
日
間
。

時
給
７
５
０
円
～
８
０
０

円
。洗
い
物
や
下
準
備
な

ど
簡
単
な
仕
事
で
す
。市

内
在
住
で
長
く
お
勤
め
で

き
る
家
庭
的
な
方
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。お
好
み

焼「
か
ご
」中
広
☎　

・
３
４２

５
１
２

　

▼
保
育
士
さ
ん
募
集
＝

時
給
８
０
０
円
～
。８
時

　

分
～　

時
の
間
の
４
～

３０

１７

５
時
間
程
度（
シ
フ
ト

制
）。◎
園
児
さ
ん
も
募
集

中
で
す
。お
気
軽
に
見
学
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。「
さ

く
ら
ど
お
り
保
育
園
」宮

前
町
お
べ
ん
と
う
パ
セ
リ

さ
ん
と
な
り
☎　
・
６
１

５６

８
６
、ま
た
は
０
９
０
・
８

９
８
７
・
４
３
９
８

　

▼
春
休
み
新
ス
タ
ッ
フ

募
集（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
）＝
業
種
・
観
光
施
設

（
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
土
産
売

店
）海
の
見
え
る
観
光
施

設
で
観
光
の
お
客
様
の
お

も
て
な
し
を
し
て
い
た
だ

く
仕
事
で
す
。只
今　

～
３０

　

代
女
性
が
活
躍
中
の
元

４０気
な
職
場
で
す
。明
る
く
、

元
気
で
接
客
が
好
き
な

方
、募
集
中
で
す
。ま
た
定

時
制
学
生
等
・
長
期
勤
務

で
き
る
方
歓
迎
。経
験
者

優
遇
。未
経
験
者
で
も
可
。

資
格
・
高
校
生
以
上
。時
給

一
般
７
５
０
円
～（
高
校

生
７
４
０
円
～
）食
事
付
。

土
日
祝
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
。

勤
務
／
朝
９
時
～
昼
３
時

・
夕
５
時
～
８
時
の
間
で

シ
フ
ト
制
。１
日
３
～
４

時
間
、週
３
～
４
日
Ｏ
Ｋ
。

委
細
応
相
談
。ま
ず
は
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
市
立
御
崎
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
銀
波
荘
」御
崎

大
塚
８
２
７
☎　
・
３
４

４２

５
５（
町
田
）

　

▼
「
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
」
調
理
補
助
係
募
集

＝
８
時
か
ら　

時
頃
ま

１２

で
。土
日
祝
休
み
。時
給
７

４
０
円
～
。制
服
貸
与
、要

普
通
免
許
。
☎　

・
１
０

４２

０
１（
山
田
）

　

▼
ス
タ
ッ
フ
急
募
＝
○

ホ
ー
ル
／
朝
７
時
半
か
ら

５
～
６
時
間
入
れ
る
方
。

時
給
８
０
０
円
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
ね
。

「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
．Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

（
グ
ラ
ン
．カ
フ
ェ
）」加
里

屋
中
洲
☎　
・
５
４
９
０

４３

（
Ｐ
Ｍ
５
時
以
降
）

　

▼
集
金
員
募
集
＝
月
末

～
月
初
に
か
け
て
の
数
日

間
の
お
仕
事
で
す
。月
収

約
１
万
５
千
円
～（
件
数

に
よ
り
異
な
る
）。詳
細
は

面
談
に
て（
履
歴
書
持

参
）。幅
広
い
年
代
の
方
働

け
ま
す
！「
朝
日
新
聞
サ

ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー
赤
穂
」

☎　
・
７
５
５
０（
井
口
）

４３

　

▼
業
務
多
忙
の
為
、
人

員
急
募
＝
①
客
室
清
掃
／

９
時
～　

時
②
喫
茶
・
売

１５

店
／
８
時
～　

時
の
内
５

１８

時
間
程
度
③
ド
ラ
イ
バ
ー

／
９
時
～　

時
の
内
５
時

１７

間
程
度
④
布
団
上
げ
／
６

時
～　

時
⑤
布
団
敷
き
／

１１

　

時
～　

時
⑥
経
理
事
務

１７

２２

／
９
時
～　

時
◎
時
給
①

１５

～
⑤
７
５
０
円
～
８
５
０

円
、⑥
８
０
０
円
～
９
０

０
円
。す
べ
て
出
勤
日
数

相
談
可
。ま
ず
は
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。「
銀

波
荘
」
☎　

・
３
３
５
５

４５

（
神
崎
）

　

▼
「
ラ
ウ
ン
ジ
海
馬
」

女
性
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝　
２０

時
～
０
時
。
時
給
１
２
０

０
円
～
。
週
に
１
回
か
ら

で
も
Ｏ
Ｋ
！　

シ
フ
ト
等

の
相
談
は
面
接
時
に
。
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
加
里
屋
善
意
の
駐
車

場
北
。（
昼
）☎
０
９
０
・
５

０
５
８
・
９
９
０
４
、（
夜
）

　

・
７
３
３
５

４５
　

▼
ロ
ー
ソ
ン
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
＝
○　

時
～

１４

　

時（
７
４
５
円
～
）○　

１８

１８

時
～　

時（
７
４
５
円
～
）

２２

○　

時
～　

時（
７
４
５

２０

２４

円
～
９
３
０
円
）○　

時
２２

～
５
時（
９
３
０
円
～
）※

長
期
勤
務
可
能
な
方
求
む

「
ロ
ー
ソ
ン
関
西
福
祉
大

学
前
店
」☎　
・
２
４
６
０

４５

　

▼
事
業
所
清
掃
業
務

（
パ
ー
ト
）＝
①
加
里
屋
／

７
時
～　

時
。日
・
祝
休
み

１１

②
坂
越
／
９
時
～　

時
。

１５

土
・
日
・
祝
休
み
。週
２
～

３
日
程
度
の
勤
務
。い
ず

れ
も
時
給
７
５
０
円（
交

通
費
別
途
支
給
）。「
㈱
あ

こ
う
に
し
き
」☎　
・
４
７

４２

４
７（
平
日
９
時
～　

時
）

１７

　

▼
土
日
祝
の
ア
ル
バ
イ

ト
急
募
＝
平
日
は
募
集
し

て
い
ま
せ
ん
。高
校
生
可
。

時
給
７
５
０
円（
研
修
期

間
有
）。４
～
５
時
間
か

ら
。食
事
付
。そ
の
他
詳
細

は
お
電
話
で
。（
営
）　

時
１１

～　

時
。お
好
み
焼
き「
奈

２４
奈
」尾
崎
☎　
・
１
９
５
１

４５

　

▼
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
物

件
大
募
集
！
＝
賃
貸
物
件

一
括
借
上
募
集
中
。宅
地
、

中
古
住
宅
が
不
足
し
て
い

ま
す
。賃
貸
物
件
も
合
わ

せ
て
募
集
し
て
ま
す
。お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。兵
庫
県
知
事（
９
）第

５
５
０
０
２
５
号「
エ
イ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
赤
穂

店
」駅
前（
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂

1
階
）
☎　

・
０
７
３
３

４６

　

▼
御
崎
・
貸
家
＝
御
崎

１
０
７
番
地
（
高
台
）
鉄

骨
３
階
建
。
家
賃
４
万
５

千
円
、
敷
金　

万
円
。
詳

１０

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
☎　
・
２
０
９
６（
御

４３

崎
２
・
木
村
英
雄
）

　

▼
共
栄
住
宅
賃
貸
情
報

・
毎
週
土
日
営
業
中
＝（　
１０

時
～　

時
）。仲
介
手
数
料

１６

無
料
物
件
有
り
ま
す
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。（
３
月
末
ま
で
）【
賃
貸

ワ
ン
ル
ー
ム
】①
加
里
屋

３
万
９
千
円
②
加
里
屋
上

町
３
万
円
③
加
里
屋
新
町

４
万
２
千
円
④
山
手
町
３

万
３
千
円
⑤
城
西
町
３
万

９
千
円
⑥
板
屋
町
４
万
２

千
円
⑦
古
浜
町
３
万
５
千

円
⑧
平
成
町
３
万
５
千
円

⑨
片
浜
町
３
万
５
千
円
⑩

元
禄
橋
町
３
万
円【
賃
貸

戸
建
て
】①
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｓ

細
野
町
７
万
６
千
円
②
４

Ｋ
加
里
屋
４
万
５
千
円
③

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｓ
上
仮
屋
南
７

万
５
千
円
④
北
野
中
２
Ｄ

Ｋ
３
万
３
千
円
⑤
６
Ｄ
Ｋ

宮
前
町
６
万
５
千
円
⑥
４

Ｋ
宮
前
町
５
万
２
千
円
⑦

３
Ｄ
Ｋ
塩
屋
４
万
５
千
円

⑧
４
Ｄ
Ｋ
尾
崎
５
万
３
千

円
⑨
４
Ｄ
Ｋ
大
橋
町
５
万

８
千
円
⑩
４
Ｄ
Ｋ
御
崎
７

万
５
千
円
⑪
５
Ｄ
Ｋ
有
年

８
万
円【
賃
貸
】①
２
Ｄ
Ｋ

加
里
屋
６
万
３
千
円
②
３

Ｄ
Ｋ
加
里
屋
４
万
５
千
円

③
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
中
広
７
万
５

千
円
共
益
費
２
千
円（
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
近
く
）

④
２
Ｄ
Ｋ
山
手
町
３
万
５

千
円
⑤
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
山
手
町

６
万
５
千
円
⑥
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

上
仮
屋
南
７
万
円
⑥
２
Ｄ

Ｋ
上
仮
屋
北
３
万
５
千
円

（
ガ
レ
ー
ジ
付
）⑦
２
Ｄ
Ｋ

平
成
町
５
万
円
⑧
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
塩
屋
６
万
円（
築
浅
オ

ー
ル
電
化
）⑨
２
Ｄ
Ｋ
塩

屋
５
万
円
⑩
３
Ｋ
塩
屋
４

万
５
千
円
。他
物
件
貸
店

舗
等
あ
り
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。兵
庫
県

知
事（　

）２
２
８
６
号

１３

「
赤
穂
共
栄
住
宅
㈱
」花
岳

寺
の
南　

㍍
☎　
・
２
１

５０

４３

９
０〈
Ｈ
Ｐ
〉http://
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▼
お
礼
＝
３
月　

日
１８

（
日
）午
後
８
時　

分
す

３０

ぎ
、
イ
オ
ン
赤
穂
店
前
で

自
転
車
と
車
の
事
故
の
際

に
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
親

切
な
お
二
人
の
方
に
。

「
お
か
げ
で
打
撲
程
度
の

軽
傷
で
済
み
ま
し
た
。
迅

速
に
対
応
し
て
く
だ
さ

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を

借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
」。

　

▽　

日
＝
田
淵
医
院

２５

（
上
仮
屋
北　

の
１
）☎　

１４

４３

・
４
１
１
４

休
日
急
患
診
療
医
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赤
穂
地
区
の

体
育
館
竣
工

４
月
か
ら
供
用
開
始

　

加
里
屋
中
洲
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
赤
穂
地

区
体
育
館
が
こ
の
ほ
ど
竣

工
。
こ
れ
で
市
内
９
地
区

す
べ
て
に
地
区
体
育
館
が

整
備
さ
れ
た
。
４
月
１
日

か
ら
供
用
開
始
さ
れ
る
。

　

中
央
公
民
館
の
南
側
に

完
成
し
た
体
育
館
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋

建
て
、
駐
車
台
数　

台
。

４８

「
城
下
町
を
イ
メ
ー
ジ
」

し
、
屋
根
を
黒
色
、
壁
は

白
色
を
基
調
と
し
た
。
総

工
費
は
約
１
億
６
４
０
０

万
円
。

　

延
床
面
積
は
約
５
３
０

平
方
㍍
で
他
地
区
体
育
館

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
天
井

高
は
従
来
よ
り
も
２
～
３

㍍
高
い　
・
５
㍍
。
ま
た
、

１１

身
障
者
用
ト
イ
レ
と
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
（　
２０

㌔
㍗
）
を
初
め
て
導
入
し

た
。
余
剰
電
力
を
売
却
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
間　
４５

万
円
程
度
の
収
益
を
得
る

見
込
み
と
い
う
。

　

地
区
体
育
館
は
、
住
民

の
福
利
厚
生
を
目
的
に
昭

和　

年
度
の
御
崎
地
区
を

５５

皮
切
り
に
整
備
開
始
。
平

成　

年
４
月
に
８
施
設
目

１１
と
な
る
城
西
地
区
体
育
館

が
オ
ー
プ
ン
し
、
赤
穂
地

区
の
み
を
残
し
て
い
た
。

（
写
真
は
４
月
か
ら
供
用

開
始
さ
れ
る
赤
穂
地
区
体

育
館
）

　

▼
…
「　

に
ま
つ
わ
る

１２

不
思
議
」
を
紹
介
＝
人
気

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

巡
る
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
坂
越
の
史
跡
と
眺
望
を

楽
し
む
!
!
」
が　

日
に

２０

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
案
内
で
約
７
㌔
を

歩
い
た
。

　

Ｊ
Ｒ
坂
越
駅
か
ら
木
戸

門
跡
を
経
て
、
南
北
朝
時

代
の
忠
臣
・
児
島
高
徳
の

墓
所
が
あ
る
宝
珠
山
へ
。

坂
越
湾
を
一
望
で
き
る
あ

ず
ま
や
「
縮
遠
居
」、
歯
痛

止
め
や
失
せ
物
捜
し
に
ご

利
益
が
あ
る
と
い
う
妙
見

寺
の
地
蔵
尊
な
ど
を
訪
ね

た
。

　

秦
河
勝
を
祭
神
と
す
る

大
避
神
社
で
は
、
石
段
の

数
、
井
戸
の
石
柱
本
数
、

か
つ
て
祭
礼
が
行
わ
れ
た

日
に
ち
な
ど
が
い
ず
れ
も

「　

」
で
あ
る
こ
と
を
紹

１２
介
。
キ
リ
ス
ト
教
を
連
想

さ
せ
る
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー

で
参
加
者
の
興
味
を
引
い

た
。

　

こ
の
日
は
暖
か
な
陽
気

で
、
市
内
外
か
ら
約　

人
７０

が
参
加
。
初
め
て
坂
越
を

歩
い
た
と
い
う
神
戸
市
東

灘
区
の
主
婦
、三
谷
幸
子

さ
ん（　

）は
「
町
並
み
も

５６

景
色
も
き
れ
い
。
老
後
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
過
ご
し

て
み
た
い
」
と
気
に
入
っ

た
様
子
だ
っ
た
。（
写
真

は
歴
史
と
自
然
豊
か
な
坂

越
を
巡
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
）

珠
算
の
赤
穂
地
方

大
会
が
第　

回
に

６０

　

今
年
で　

回
目
を
迎
え

６０

た
赤
穂
地
方
珠
算
競
技
大

会（
赤
穂
市
な
ど
主
催
）が

　

日
、加
里
屋
の
商
工
会

１８館
４
階
大
ホ
ー
ル
で
あ

り
、
小
学
３
年
生
か
ら
一

般
ま
で　

人
が
腕
前
を
競

７４

っ
た
。

　

乗
算
、
除
算
、
見
取
暗

算
、
見
取
算
の
４
種
目
合

計
で
競
う
総
合
競
技
か
ら

実
施
。
始
め
の
合
図
で
一

斉
に
問
題
用
紙
に
向
き
合

い
、
会
場
に
は
パ
チ
パ
チ

と
玉
を
弾
く
音
が
響
い

た
。
種
目
別
競
技
は
読
上

算
と
読
上
暗
算
の
２
つ
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
を

表
彰
し
た
。

　

赤
穂
珠
算
振
興
会
の
矢

野
邦
弘
理
事
長
は
「
そ
ろ

ば
ん
は
総
合
的
な
学
力
を

向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
普
及
に

努
め
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

　

各
部
門
の
優
勝
、
準
優

勝
は
次
の
と
お
り
。

　

〔
小
学
生
の
部
〕
▽
総

合
＝
①
萩
原
祐
奈
（
高
田

６
）
②
今
門
愛
理
（
塩
屋

６
）
▽
読
上
算
＝
①
竹
谷

奈
津
実
（
尾
崎
５
）
②
石

原
す
ず
か
（
赤
穂
５
）
▽

読
上
暗
算
＝
①
井
川
航
汰

（
半
田
６
）
②
四
井
颯
良

（
塩
屋
５
）〔
中
学
生
以
上

の
部
〕
▽
総
合
＝
①
竹
谷

有
祈
子
（
一
般
）
②
中
道

友
梨
（
賢
明
女
学
高
１
）

▽
読
上
算
＝
①
竹
谷
有
祈

子
（
一
般
）
②
山
二
萌
花

（
赤
穂
東
中
１
）
▽
読
上

暗
算
＝
①
中
村
真
帆
（
赤

穂
東
中
１
）
②
竹
谷
仁
志

（
一
般
）（
写
真
は　

回
目

６０

を
迎
え
た
赤
穂
地
方
珠
算

競
技
大
会
）

Ｍ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

写
真
サ
ー
ク
ル
展

　

写
真
サ
ー
ク
ル
「
エ
ム

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」
の
第
３

回
会
員
展
が
３
月　

日
２５

（
日
）ま
で
中
広
の
赤
穂
市

立
図
書
館
で
開
か
れ
て
い

る
。

　

赤
穂
城
跡
、
海
浜
公
園

な
ど
市
内
の
風
景
を
中
心

に
四
つ
切
～
全
紙
約　

点
４０

を
展
示
。
１
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
午
前　

時
～
午
後
５

１０

時
。
出
品
者
は
次
の
み
な

さ
ん
。
敬
称
略
。

　

▽
秋
田
治
男
▽
鬼
丸
京

子
▽
神
野
雅
代
子
▽
久
山

魏
▽
久
山
靖
子
▽
佐
々
木

英
明
▽
茶
谷
虎
男
▽
氷
室

智
▽
氷
室
康
子
▽
三
村
孝

文
▽
前
田
幸
雄

赤
穂
の
文
化

第
６
号
発
刊

　

赤
穂
市
文
化
と
み
ど
り

財
団（
岡
島
三
郎
理
事
長
）

の
『
赤
穂
の
文
化　

研
究

紀
要　

第
６
号
』（
Ａ
４
判

　

㌻
）
が
こ
の
ほ
ど
発
刊

６８さ
れ
た
。
歴
史
や
科
学
な

ど
を
テ
ー
マ
に
市
内
外
の

７
人
が
寄
稿
し
て
い
る
。

　

市
制　

周
年
に
合
わ

６０

せ
、
前
号
以
来
８
年
ぶ
り

に
刊
行
。
従
来
の
Ａ
５
判

か
ら
判
型
を
改
め
、
文
字

サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
た
。

写
真
も
カ
ラ
ー
と
し
、
読

み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

８
０
０
部
発
行
。
１
部

５
０
０
円
で
市
文
化
会

館
、
歴
史
博
物
館
な
ど
で

頒
布
し
て
い
る
。
掲
載
内

容
と
執
筆
者
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略
。

　

▽
「
赤
穂
義
士
残
照
―

関
鉄
之
介
の
赤
穂
来
訪
並

び
に
水
戸
藩
の
赤
穂
義
士

礼
賛
―
」
佐
藤
誠

　

▽
「
幕
末
山
陽
道　

有

年
宿
の
旅
人
た
ち
」
室
井

正
彰

　

▽「
幻
の
雲
火
焼
再
興
」

桃
井
香
子

　

▽
「
Ｊ
Ｒ
（
国
鉄
）
赤

穂
線
物
語
」
吉
栖
清
美

　

▽
「
赤
穂
市
の
天
文
学

的
立
地
状
況
と
夜
空
の
環

境
」
川
西
浩
陽

　

▽「
赤
穂
の
海
水
産
業
・

塩
と
苦
汁
」
横
山
嘉
人

　

▽
「
義
士
詠
草
抄
」
木

山
正
規

警
察
官
友
の
会

谷
茂
副
会
長
に

総
務
部
長
感
謝
状

　

長
年
の
警
察
支
援
に
功

績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
加

里
屋
南
の
自
営
、谷
茂
さ

ん（　

）に
兵
庫
県
警
本
部

７１
総
務
部
長
か
ら
感
謝
状
が

こ
の
ほ
ど
贈
ら
れ
た
。

　

谷
さ
ん
は「
赤
穂
地
区

警
察
官
友
の
会
」の
副
会

長
。同
会
に
は
昭
和　

年
４３

の
設
立
と
同
時
に
入
会

し
、会
計
、事
務
局
長
と
し

て
会
運
営
を
支
え
て
き

た
。（
写
真
は
黒
田
稔
樹
・

赤
穂
署
長
か
ら
感
謝
状
を

伝
達
さ
れ
た
谷
茂
さ
ん

㊧
）兵

庫
県
警
が

警
察
官
募
集

　

兵
庫
県
警
は
平
成　

年
２４

度
第
１
回
採
用
選
考
の
受

験
申
し
込
み
を
４
月　

日
１７

（
火
）ま
で
受
け
付
け
る
。

　

募
集
す
る
の
は
性
別
、

学
歴
な
ど
に
応
じ
た
一
般

選
考
４
区
分
計
３
２
０
人

と
情
報
処
理
、
武
道
の
専

門
技
能
を
持
っ
た
人
を
採

用
す
る
特
別
選
考
３
区
分

６
人
。

　

５
月　

日（
日
）に
第
一

１３

次
試
験（
教
養
・
論
文
）を

実
施
。受
験
資
料
は
赤
穂

署
に
備
え
付
け
て
あ
る
。

詳
し
く
は
県
警
本
部
警
察

官
採
用
セ
ン
タ
ー
☎
０
７

８
・
３
７
１
・
４
５
１
５
。

春
季
仏
教

セ
ミ
ナ
ー受

講
者
募
集

　

花
岳
寺
（
片
山
一
良
住

職
）
の
第　

回
春
季
仏
教

２５

セ
ミ
ナ
ー
が
４
月
１
日

（
日
）に
加
里
屋
の
同
寺
で

行
わ
れ
る
。参
加
無
料
。

　

午
前
６
時
の
座
禅
に
始

ま
り
、
朝
が
ゆ
、
講
義
な

ど
。
午
後
の
仏
教
座
談
は

同
寺
婦
人
会
役
員
の
平
松

玲
子
さ
ん
が
「
義
母
（
は

は
）
と
信
仰
」
と
題
し
て

話
す
。
午
後
４
時
閉
講
。

　

３
月　

日（
水
）ま
で
高

２８

校
生
以
上　

人
を
募
集
す

４０

る
。昼
食
希
望
の
場
合
は

５
０
０
円
。
☎　

・
２
０

４２

６
８
。

　

な
お
、
当
日
は
花
祭
り

も
行
わ
れ
、
午
前　

時
か

１０

ら
本
堂
前
で
甘
茶
の
接
待

が
あ
る
。

五
色
か
る
た

第
９
回
赤
穂
大
会

　

※
赤
穂
市
関
係
分
の
み

　

〔
低
学
年
〕▽
Ｂ
カ
ー

ド
・
桃
色
＝
②
堀
口
隼
靖

（
赤
穂
西
小
３
）③
山
本
紘

生（
同
３
）▽
Ｅ
カ
ー
ド
・

橙
色
＝
①
堀
口
隼
靖（
赤

穂
西
小
３
）〔
高
学
年
〕
▽

Ａ
カ
ー
ド
・
水
色
＝
①
谷

中
日
向
子（
塩
屋
小
６
）②

小
林
朝（
赤
穂
西
小
４
）③

山
本
果
怜（
城
西
小
５
）▽

Ｂ
カ
ー
ド
・
桃
色
＝
①
中

丁
美
乃（
坂
越
小
５
）②
片

岡
明
日
香（
城
西
小
５
）▽

Ｃ
カ
ー
ド
・
黄
色
＝
①
山

本
果
怜（
城
西
小
５
）▽
Ｄ

カ
ー
ド
・
緑
色
＝
①
片
岡

明
日
香（
城
西
小
５
）②
堂

本
楓（
塩
屋
小
６
）③
小
林

朝（
赤
穂
西
小
４
）▽
Ｅ
カ

ー
ド
・
橙
色
＝
②
中
丁
美

乃（
坂
越
小
５
）③
堀
口
晴

葉
（
赤
穂
西
小
５
）

　

▼
…
被
災
地
の
た
め
に

津
軽
三
味
線
を
熱
演
＝
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
を

目
的
に
し
た
津
軽
三
味
線

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
が

　

日
、
坂
越
の
奥
藤
酒
造

１８郷
土
館
で
あ
り
、
約　

人
６０

が
演
奏
に
耳
を
傾
け
た
。

　

青
森
県
出
身
の
男
性
２

人
組
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｄ
ｅ
―

Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
（
デ
ィ
モ
ー

ト
）」。
笹
川 
皇
人 
さ
ん

こ
う
じ
ん

（　

）と
葛
西
頼
之
さ
ん

３５
（　

）は
い
ず
れ
も
津
軽
三

２３味
線
全
国
大
会
で
優
勝
経

験
が
あ
り
、
昨
年
は
デ
ュ

オ
の
部
で
頂
点
に
立
っ

た
。
震
災
後
は
「
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
」
と

手
弁
当
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
演

奏
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
月
は
兵
庫
県
下
を
ツ

ア
ー
。
当
初
は
数
カ
所
の

予
定
だ
っ
た
演
奏
場
所
は

賛
同
者
が
増
え
る
う
ち
に

　

カ
所
に
な
っ
た
。
坂
越

１４会
場
で
も
販
売
予
定
数
を

上
回
る
来
場
。『
津
軽
り

ん
ご
節
』
や
昨
年
全
国
大

会
の
受
賞
曲
『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｂ
Ｉ
』な
ど
を
熱
演
し
た
。

　

収
益
金
の
一
部
は
活
動

支
援
金
と
し
て
被
災
地
に

役
立
て
ら
れ
る
。「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
を
重
ね
る

た
び
に
連
帯
感
や
絆
を
感

じ
た
」
と
葛
西
さ
ん
。
笹

川
さ
ん
は
「
東
北
の
た
め

に
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

た
」
と
感
謝
を
話
し
た
。

　

主
催
し
た
「
Ａ
Ｋ
Ｏ
た

そ
が
れ
ス
テ
ー
ジ
実
行
委

員
会
」
の
水
野
香
保
里
さ

ん（　

）は
「
と
て
も
熱
い

４４
気
持
ち
の
お
二
人
で
し

た
。
来
場
者
の
み
な
さ
ん

に
も
満
足
い
た
だ
け
て
よ

か
っ
た
」
と
盛
況
を
喜
ん

で
い
た
。（
写
真
は
チ
ャ

リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
で
演
奏
す

る
笹
川
皇
人
さ
ん
㊧
と
葛

西
頼
之
さ
ん
）
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全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
春
季
水
泳

「
目
標
は
決
勝
進
出
」

赤
穂
Ｓ
Ｓ
の
２
選
手
出
場

赤
穂
高
２
年
、長
崎
仁
選
手

「
稽
古
の
成
果
出
し
切
る
」

少
林
寺
拳
法
の
全
国
選
抜

高
校
剣
道
の
全
国
選
抜
大
会

初
の
大
舞
台
に
挑
戦

相
生
産
の
寺
脇
未
紗
選
手

全
国
ス
ポ
少
剣
道
大
会
へ

赤
穂
東
中
の
藤
野
選
手

「
受
け
身
に
な
ら
ず
勝
負
」

ペ
タ
ン
ク
協
会
が

赤
穂
に
４
月
発
足

　

フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
ス
ポ

ー
ツ
「
ペ
タ
ン
ク
」
を
普

及
し
よ
う
と
、
赤
穂
市
内

の
同
好
会
が
４
月
か
ら
全

国
組
織
公
認
の
協
会
に
昇

格
す
る
。
赤
穂
市
体
育
協

会
に
も
加
盟
申
請
す
る
方

針
で
、会
長
の
中
村
正
さ

ん（　

）＝
加
里
屋
新
町
＝

６１
は「
こ
れ
を
機
に
、
競
技

の
お
も
し
ろ
さ
を
広
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
直
径
７
㌢

ほ
ど
の
金
属
球
を
投
げ
、

「
ビ
ュ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
目
標
球
と
の
距
離
の
近

さ
を
競
う
。
た
っ
た
一
球

で
形
勢
逆
転
し
、
大
量
得

点
で
き
る
面
白
さ
が
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

６
０
０
万
人
が
楽
し
ん
で

い
る
と
い
う
。

　

赤
穂
で
は
平
成　

年
に

１８

同
好
会
が
発
足
。
現
在
の

メ
ン
バ
ー
は　

～　

代
の

３０

７０

男
女　

人
で
、
指
導
員
の

１５

資
格
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
や

県
大
会
の
優
勝
経
験
者
も

在
籍
し
て
い
る
。「
協
会
」

に
な
れ
ば
、
公
認
大
会
へ

の
出
場
も
可
能
に
な
る
た

め
、
格
上
げ
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

協
会
は
県
下
で
は　

カ
１０

所
目
。
中
村
さ
ん
は
「
誰

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
の

が
魅
力
。
一
人
で
も
多
く

仲
間
を
増
や
し
た
い
」
と

新
規
会
員
の
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

入
会
金
無
料
、
年
会
費

５
０
０
円
。４
月
１
日

（
日
）午
前
９
時
半
か
ら
城

南
緑
地
修
景
場
で
無
料
体

験
会
を
開
く
。
雨
天
中

止
。
問
い
合
わ
せ
は
中
村

さ
ん
☎
０
９
０
・
４
２
７

１
・
５
４
７
０
。

　

３
月　

日
か
ら
山
梨
県

２５

甲
府
市
で
開
催
さ
れ
る
第

　

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

３４団
剣
道
交
流
大
会
に
赤
穂

東
中
３
年
の
藤
野 
貴  
大 
選

た
か 
ひ
ろ

手（　

）が
兵
庫
県
代
表
と

１５
し
て
個
人
戦
に
出
場
す

る
。
藤
野
選
手
は
「
出
る

か
ら
に
は
、
目
標
は
優
勝

で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。

　

父
・
晃
さ
ん（　

）の
影

４２

響
で
幼
稚
園
か
ら
竹
刀
を

握
っ
た
藤
野
選
手
。昨
年

　

月
の
県
大
会
で
男
子
個

１２人
戦
を
制
し
、
自
身
初
め

て
の
全
国
大
会
出
場
が
決

ま
っ
た
。

　

「
筋
の
よ
い
剣
道
を
す

る
。
波
に
乗
れ
ば
お
も
し

ろ
い
」（
岩
野
聡
顧
問
）
と

の
周
囲
か
ら
の
期
待
に
、

「
受
け
身
に
な
ら
ず
、
勝

負
を
仕
掛
け
た
い
」
と
挑

戦
す
る
気
構
え
を
語
っ

た
。（
写
真
は
全
国
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大

会
で
の
活
躍
を
誓
う
藤
野

貴
大
選
手
）

　

高
校
剣
道
の
第　

回
全

２１

国
選
抜
大
会
（
３
月　

・
２７

　

日
、
愛
知
県
・
春
日
井

２８市
総
合
体
育
館
）
の
女
子

団
体
戦
に
兵
庫
代
表
と
し

て
出
場
す
る
相
生
産
の
メ

ン
バ
ー
に
、
赤
穂
東
中
出

身
の
寺
脇
未
紗
選
手（　

）
１６

＝
商
業
科
１
年
＝
が
選
ば

れ
た
。

　

寺
脇
選
手
は
全
国
選
抜

の
出
場
権
を
懸
け
た
昨
年

　

月
の
県
新
人
大
会
に
副

１１将
と
し
て
起
用
。
６
試
合

で
４
勝
２
分
け
と
善
戦

し
、
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢

献
し
た
。

　

１
年
生
な
が
ら
、
相
手

が
引
い
た
と
こ
ろ
を
す
か

さ
ず
打
ち
込
む
し
た
た
か

さ
、
上
級
生
に
も
競
り
負

け
な
い
気
持
ち
の
強
さ
が

特
長
。萬
福
宏
充
総
監
督

（　

）は
「
攻
め
る
タ
イ
ミ

５１ン
グ
が
い
い
。
こ
れ
で
手

数
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に

よ
く
な
る
」
と
成
長
を
期

待
す
る
。

　

幼
稚
園
か
ら
剣
道
を
続

け
て
い
る
寺
脇
選
手
に
と

っ
て
、
全
国
大
会
は
初
め

て
。「
ま
さ
か
自
分
が
行

け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
」
と
謙
虚
に
喜
び
を

表
す
一
方
、「
誰
が
相
手

で
も
絶
対
に
負
け
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
臨
む
」
と

持
ち
前
の
負
け
ん
気
の
強

さ
を
見
せ
て
い
る
。（
写

真
は
全
国
高
校
剣
道
選
抜

大
会
で
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
寺
脇
未
紗
選
手
）

　

高
校
生
以
下
の
ト
ッ
プ

ス
イ
マ
ー
が
競
う
「
第　
３４

回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春

季
水
泳
競
技
大
会
」（
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
、
３
月

　

日
～　

日
）
に
赤
穂
Ｓ

２６

３０

Ｓ
か
ら 
三  
艸 
秀
汰
選
手

み 

く
さ

（　

）＝
塩
屋
小
６
年
＝
と

１２前
田
美
玖
選
手（　

）＝
坂

１１

越
小
５
年
＝
が
出
場
す

る
。

　

両
選
手
と
も
２
月
に
短

水
路
の
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
、
昨
夏
大
会
に
続
い

て
参
加
標
準
記
録
を
突
破

し
た
。　

～　

歳
の
部
で

１１

１２

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
三
艸
選

手
は　

㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
、

５０

３
大
会
目
の
出
場
と
な
る

前
田
選
手
は　

㍍
自
由
形

５０

で
そ
れ
ぞ
れ
決
勝
進
出
を

目
指
す
。

　

「
あ
の
舞
台
に
再
び
立

て
る
の
が
う
れ
し
い
。
最

高
の
泳
ぎ
を
し
た
い
」
と

三
艸
選
手
。
前
田
選
手
は

「
春
の
大
会
は
初
め
て
な

の
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い

る
。
タ
ー
ン
を
練
習
し

て
、
自
己
ベ
ス
ト
を
狙
い

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て

い
る
。（
写
真
は
全
国
大

会
で
の
力
泳
を
誓
う
三
艸

秀
汰
選
手
㊨
と
前
田
美
玖

選
手
）

　

少
林
寺
拳
法
の
第　

回
１５

全
国
高
校
選
抜
大
会（
３

月　

日
・　

日
、香
川
県
・

２４

２５

多
度
津
町
総
合
Ｓ
Ｃ
）に

赤
穂
２
年
の
長
崎
仁
選
手

（　

）が
男
子
自
由
単
独
演

１７武
の
部
に
出
場
す
る
。

　

小
１
か
ら
少
林
寺
拳
法

の
道
場
に
通
い
、
中
学
時

代
に
は
組
演
武
、
団
体
演

武
で
全
国
大
会
に
計
４
度

出
場
。
単
独
演
武
は
昨
年

９
月
に
始
め
た
ば
か
り
だ

が
、「
芯
の
し
っ
か
り
し

た
力
強
い
動
き
」（
島
田
忠

幸
・
赤
穂
少
林
寺
拳
法
協

会
長
）
で
す
ぐ
に
頭
角
を

現
し
た
。　

月
の
近
畿
大

１２

会
で
６
位
入
賞
し
、
高
校

生
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て

全
国
大
会
の
出
場
権
を
得

た
。

　

単
独
演
武
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
今

ま
で
以
上
に
動
作
の
正
確

さ
を
追
求
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
長
崎
選
手
。

他
の
選
手
の
演
武
を
観
察

し
て
参
考
に
し
、
自
分
で

は
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
を

修
正
す
る
た
め
に
積
極
的

に
周
囲
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を

求
め
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
と
い
う
。

　

目
標
は
決
勝
進
出
の
ベ

ス
ト　

入
り
。
し
か
し
、

１６

そ
れ
よ
り
も
「
ま
ず
は
稽

古
の
成
果
を
出
し
尽
く
す

こ
と
」
に
重
き
を
置
い
て

い
る
。（
写
真
は
全
国
大

会
を
目
前
に
控
え
、
技
の

切
れ
を
増
し
て
い
る
長
崎

仁
選
手
）

バ
イ
オ
リ
ン
教
室

　

年
目
の
発
表
会

１０
　

赤
穂
ゆ
か
り
の
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
、
樫
本
大
進
さ

ん
寄
贈
の
楽
器
で
練
習
す

る
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教

室
」
の
第　

回
発
表
会
が

１０

３
月　

日
（
土
）、
中
広
の

２４

市
文
化
会
館
（
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
）で
開
か
れ
る
。

　

教
室
は
平
成　

年
に
結

１４

成
さ
れ
、　

期
目
。
発
表

１０

会
も
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
。
今
回
は
Ｏ
Ｂ
生
を
含

む
１
～　

期
生
約　

人
が

１０

５０

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、『
き

ら
き
ら
星
変
奏
曲
』『
ハ
ン

ガ
リ
ー
舞
曲
第
５
番
』
な

ど
十
数
曲
を
披
露
す
る
。

　

第　

回
を
記
念
し
、
西

１０

播
磨
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奏
者
の
協

力
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
編

成
。
大
河
ド
ラ
マ
「
赤
穂

浪
士
」
の
テ
ー
マ
曲
（
芥

川
也
寸
志
作
曲
）
の
演
奏

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
大
ホ

ー
ル
で
午
後
２
時
開
演
。

入
場
無
料
。

凧
の
会
播
州
連
合

２
年
ぶ
り
に
大
会

　

近
畿
、
四
国
な
ど　

府
１０

県
か
ら
郷
土
凧
が
集
ま
る

「
親
睦
凧
あ
げ
大
会
」
が

３
月　

日
（
日
）、
御
崎
の

２５

赤
穂
海
浜
公
園
で
開
催
さ

れ
る
。「
凧
の
会
・
播
州
連

合
」（
西
濱
正
行
会
長
）
が

主
催
。「
日
本
の
凧
の
会
」

の
会
員
約
２
０
０
人
が
参

加
す
る
。

　

昨
年
大
会
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
中
止
し
た

た
め
、
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
。
西
濱
会
長
は

「
各
地
の
特
色
あ
る
伝
統

凧
や
創
作
凧
が
空
を
舞
う

と
こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
」

と
一
般
来
場
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　

自
由
広
場
で
午
前　

時
１０

～
午
後
３
時
。
子
ど
も
先

着
１
０
０
人
に
ビ
ニ
ー
ル

凧
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
☎
０

８
０
・
１
４
０
４
・
３
６

０
２
（
西
濱
会
長
）。

動
物
ふ
れ
あ
い
村

カ
ピ
バ
ラ
新
登
場

　

御
崎
の
赤
穂
海
浜
公
園

内
に
あ
る
「
動
物
ふ
れ
あ

い
村
」
が
こ
の
ほ
ど
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
ネ
ズ
ミ
の
仲

間
で
は
世
界
最
大
種
の
カ

ピ
バ
ラ
が
仲
間
に
加
わ
っ

た
。

　

カ
ピ
バ
ラ
は
ネ
ズ
ミ
の

仲
間
で
は
世
界
最
大
種

で
、
体
長
１
㍍
を
超
え
る

ぐ
ら
い
に
成
長
す
る
。
愛

き
ょ
う
の
あ
る
見
た
目
が

か
わ
い
ら
し
く
、
各
地
の

動
物
園
で
人
気
が
高
い
。

　

同
施
設
に
は
生
後
７
カ

月
～
１
歳
２
カ
月
の
６
頭

が
や
っ
て
来
た
。
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
で
拡
張
し
た

「
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
」

で
放
し
飼
い
に
し
、
来
場

者
が
手
で
触
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

「
暖
か
い
日
は
池
で
水

浴
び
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま

す
」と
飼
育
員
。「
か
わ
い

い
動
物
た
ち
を
間
近
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に“
草
原
の
ウ

サ
ギ
”と
い
わ
れ
る
マ
ー

ラ
５
頭
、カ
ン
ガ
ル
ー
の

仲
間
の
べ
ネ
ッ
ト
ア
カ
ク

ビ
ワ
ラ
ビ
ー
２
頭
も
飼
育

を
ス
タ
ー
ト
。開
園
時
間

は
午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

（
土
日
祝
は
５
時
ま
で
）。

４
月
８
日（
日
）ま
で
は
定

休
日（
火
・
水
）も
休
ま
ず

開
園
す
る
。入
園
料
４
０

０
円
（
２
歳
未
満
無
料
）。

同
公
園
管
理
事
務
所
☎　
４５

・
０
８
０
０
。（
写
真
は
か

わ
い
い
姿
が
人
気
の
カ
ピ

バ
ラ
）

　

▼
…
受
験
生
に“
春
”＝

兵
庫
県
内
公
立
高
校
の
合

格
発
表
が　

日
に
あ
り
、

１９

御
崎
の
赤
穂
高
校
で
も
全

日
制
２
５
２
人
、
定
時
制

　

人
が
待
望
の
“
春
”
を

１９手
に
し
た
。

　

合
格
発
表
は
午
前　

時
１０

か
ら
高
校
敷
地
内
の
青
雲

会
館
前
で
行
わ
れ
た
。
定

刻
に
合
格
者
の
受
験
番
号

を
列
記
し
た
パ
ネ
ル
が
掲

出
さ
れ
、
集
ま
っ
た
受
験

生
や
保
護
者
か
ら
次
々
と

歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

友
だ
ち
７
人
と
一
緒
に

結
果
確
認
に
来
た
赤
穂
中

３
年
の
木
村
み
な
み
さ
ん

（　

）は
「
全
然
自
信
が
な

１５

く
て
不
安
で
し
た
」
と
合

格
証
を
受
け
取
っ
て
、
よ

う
や
く
安
堵
の
表
情
。
仲

間
と
抱
き
合
っ
て
喜
び
、

「
高
校
で
は
勉
強
も
が
ん

ば
り
た
い
で
す
」
と
声
を

弾
ま
せ
た
。（
写
真
は
赤

穂
高
校
の
合
格
発
表
）

赤
穂
弓
友
会

２
月
例
射
会

　

▽
女
子
＝
①
三
好
知
見

（
加
里
屋
）
②
宮
原
美
津

子
（
浜
市
）
③
室
井
幸
恵

（
大
津
）
▽
男
子
＝
①
河

本
誠
裕
（
上
郡
町
）
②
原

田
敏
弘
（
南
宮
町
）
③
田

中
肇
（
塩
屋
）
▽
ね
ん
り

ん
・　

歳
以
上
＝
①
住
田

６５

秀
義
（
惣
門
町
）
②
水
田

隆
之
（
た
つ
の
市
）
③
竹

田
忍
（
塩
屋
）
▽
選
手
権

賞
＝
住
田
秀
義（
惣
門
町
）

平
成　

年
度
室
内

２３

カ
ー
リ
ン
グ
結
果

　

①
御
崎
Ａ（
西
崎
正
昭
、

西
崎
愛
子
、山
下
勝
代
）②

ガ
ッ
キ
ー
ズ（
船
曳
コ
ナ

ン
、清
水
優
人
、上
垣
奈

雄
）③
ジ
ッ
ペ
イ（
神
井
敏

明
、神
井
勝
美
、前
田
真
智

子
）市

少
女
バ
レ
ー

　

回
送
別
大
会

３４
　

①
高
雄
②
尾
崎
③
原
、

御
崎

ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
寄
贈

　

赤
穂
交
通
安
全
協
会
と

赤
穂
自
家
用
自
動
車
協
会

は
、
市
内
小
学
校
へ
今
春

入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
に

配
る
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

を
市
教
委
へ
こ
の
ほ
ど
寄

贈
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
よ
く

見
え
る
黄
色
い
ビ
ニ
ー
ル

製
で
「
こ
う
つ
う
ル
ー
ル

を
ま
も
り
ま
す
！
」
の
文

字
入
り
。
新
年
度
入
学
予

定
の
３
９
０
人
分
に
予
備

を
加
え
た
４
６
０
枚
を
贈

っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

年
度
功
労
者

２３優
良
団
員
表
彰

　

▽
赤
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
功
労
者
＝
平
尾
龍

（
有
年
多
種
目
）西
中
清
高

（
御
崎
野
球
）前
坂
昌
道

（
赤
穂
西
野
球
）久
我
和
彦

（
尾
崎
野
球
）河
東
孔
一

（
高
雄
野
球
）齊
藤
進（
塩

屋
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

茶
谷
素
弘（
尾
崎
剣
道
） 

　

▽
優
良
団
員
＝【
剣
道
】

千
代
延
幸
之
朗
、山
崎
僚

子（
城
西
）竹
本
紘
大
、高

倉
龍
一（
塩
屋
）松
崎
七
香

（
赤
穂
西
）高
見
海
都（
尾

崎
）西
山
忠
志（
有
年
）阪

口
朋
也
、橋
本
采
佳（
赤
穂

教
室
）【
柔
道
】陰
山
達
也

（
赤
穂
）松
村
勇
太
朗（
Ｙ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
）【
空
手
道
】

冨
原
響（
尾
崎
）内
波
立
弥

（
坂
越
）大
西
勝
太
郎（
塩

屋
）【
水
泳
】原
将
太
、冨
田

仁
一
郎（
坂
越
）【
野
球
】大

玉
英
司（
城
西
）西
川
大

貴
、水
野
豪
大（
塩
屋
）山

下
時
哉（
赤
穂
西
）釣
翔

貴
、長
谷
部
悠
介（
尾
崎
）

内
田
晃
裕（
御
崎
）小
林
稔

樹（
坂
越
）大
田
恵
司
、星

野
燿
杜（
赤
穂
）柏
原
朋
生

（
高
雄
）藪
林
樹（
有
年
）山

本
将
嵩（
原
）【
サ
ッ
カ
ー
】

田
口
幹
也（
尾
崎
）中
山
謙

太
郎（
御
崎
）清
水
智
弘

（
塩
屋
）守
岡
智
哉（
赤
穂
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】尾
崎
幸

音（
高
雄
）平
井
咲
帆（
有

年
）志
賀
彩
花（
原
）田
中

美
生（
塩
屋
）新
田
花
楓

（
尾
崎
）林
莉
沙
、神
崎
葵

飛（
赤
穂
ジ
ュ
ニ
ア
）
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